


















はじめに 

「流産・死産に対する実態調査と対策に関する研究」における,「流・死産の疫学的研究」

では昨年度のパイロットスタディに続いて,より正確な流産率を求めることを主眼にして,

妊娠初期より対象施設を受診して,妊娠の帰結が判明している症例について,流産例,分娩

例,死産例について調査して流産率などを検討した。 

昨年度では「流・死産の疫学的研究」班に属する,筑波大学,久留米大学そして山形大学で

平成元年 1月から 3月までを対象期間として調査した。この結果対象症例 147 名に対する

流産率は 10.2%であった。 

今年度はこの調査対象期間を平成元年 1 年間として,さらに八神班の班員である施設を対

象としてこの調査を行なった。これらの施設における対象となる流産症例の詳細および分

娩例象症例数のみの調査により,流産率をもとめることを目的とした。 


